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最
近
耳
に
す
る
疾
患
へ
の
理
解
を

脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て

　
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」。
医
学
界
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
10
年
に
満
た
な
い
新
し
い
病
名
で
、

聞
き
慣
れ
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
の
「
む
ち
打
ち
症
」
な
ど
、
軽
微
な

外
傷
で
脊
髄
液
が
漏
れ
出
す
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
症
状
は
、
頭
痛
や
聴
力
障

害
、
微
熱
、
集
中
力
低
下
、
う
つ
状
態
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
様
々
な
症
状
が
あ
る
こ
と
で
、

医
師
の
診
察
を
難
し
く
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
治
療
は
、
内
服
薬
の
投
与
や
血

液
パ
ッ
チ（
患
部
に
血
液
を
流
し
込
み
脊
髄
液
流
出
を
止
め
る
）が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

治
療
が
効
か
な
い
患
者
も
お
り
、
診
断
・
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
24
年
の
診
療
報
酬
改
定
の
際
に
同
治
療
法
の
保
険
適
用
を
検

討
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
保
険
適
用
外
の
治
療
法
で
す
。

市
内
小
学
校
教
諭
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

　
７
月
８
日
、
北
信
総
合
病
院
馬

場
浩
介
副
院
長
を
講
師
に
、
市
内

小
学
校
の
校
長
、
養
護
教
諭
等
を

対
象
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
理
解
と

そ
の
対
応
」
と
題
し
た
講
演
の
な

か
で
馬
場
先
生
は
、
日
本
全
国
で

約
10
万
人
も
の
患
者
が
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
脳
脊
髄
液
減
少
症

に
つ
い
て
、
学
校
生
活
で
も
頭
部

へ
の
強
い
衝
撃
な
ど
注
意
す
べ
き

点
は
あ
る
が
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ

や
活
動
に
つ
い
て
過
度
に
神
経
質

に
な
る
必
要
は
無
い
と
考
え
る
。

 

た
だ
症
状
が
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
で
診
断
が
難
し
く
、
血
液
パ
ッ

チ
な
ど
有
力
な
治
療
法
も
あ
る

が
、
患
部
を
特
定
す
る
こ
と
自
体

が
困
難
で
あ
り
、
発
症
後
無
理
を

す
る
と
慢
性
化
し
や
す
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
先
生
は
、
そ
の
診
断
の
難

し
さ
か
ら
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
と

診
断
さ
れ
る
場
合
は
少
な
く
、
と

も
す
る
と
そ
の
症
状
の
病
名
が
確

定
で
き
な
い
こ
と
で
、
思
い
悩
む

方
が
お
ら
れ
る
事
が
心
配
さ
れ
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
問
で
は
、
実
際
に

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療
を
受

け
た
が
、
現
在
も
療
養
中
で
あ
る

事
例
な
ど
も
参
加
者
か
ら
紹
介
さ

れ
、
先
生
か
ら
は
、
治
療
す
る
各

医
師
も
視
点
が
少
し
ず
つ
違
う
の

で
、
い
く
つ
か
の
医
療
機
関
や
医

師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
で
、
患

部
や
治
療
法
が
特
定
さ
れ
や
す
く

な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

脳脊髄液漏れ出し

脳

脊
髄

脳脊髄液

硬膜

その症状や疾患の原因、治療
方法について語る馬場副院長

脳
い
き
い
き
講
演
会

「
五
感
を
使
っ
た
認
知
症
予
防
」

―

身
近
な
物
を
使
っ
て―

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
予
防
や
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
お
問
い
合
わ
せ
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３

■
日　
時　
９
月
２
日
㈮　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場　
所　
飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
２
階

　

申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

講　
師　
看
護
師
（
元
看
護
学
校
教
師
）

　
　
　
　
　
　

松 

田 

弘 

美　
氏

介護予防教室へのお誘い
　市では、本年１月に実施した「基本チェックリスト」の結果を受け、
要介護状態にならずに、いつまでも元気に生活していただこうと、「す
こやか高齢者」の皆さんを対象に介護予防教室を開催しています。
　現在 270 名もの皆さんが参加していただいておりますが、途中からの
参加もできますので、これから始めたいという方は、地域包括支援セン
ターまでご相談ください。
　※「すこやか高齢者」：基本チェックリストの結果、要介護・要介護状態になる
　　　おそれのある方

教室名 　 　　　筋力アップ教室 　　　　転倒予防教室    脳いきいき教室

教室の
特　徴

関節に負担が少ない水中運
動で、脂肪を燃焼させ、筋
肉を鍛えます。

トレーニング機器を使用し
下半身の筋力アップや持久
力を高めます。

体操やレクリエーションを
中心に、下半身の筋力低下
を防ぎます。

レクリエーションや食生活
見直しを行い、認知症や閉
じこもりを予防します。

指導内容 運動器向上 運動器向上・栄養改善
口腔機能改善

運動器向上・栄養改善
口腔機能改善

認知症・閉じこもり予防
栄養改善・口腔機能改善

会　場 中野市ながでんハートネット
駅前健康ぷらざ 飯山市保健センター ケアセンター湯の入 ケアセンター湯の入

回　数 12回（週１回程度） 15回（週 1回程度） 12回（週 2回程度） 12回（週 2回程度）
期　間 8～10月・10～ 12月・1～ 3月 4 ～ 9月・10～ 3月 4～ 9月・10～ 3月 4～ 9月・10～ 3月

時　間
月曜　10：30～ 12：30
木曜　  9：00～ 11：00
土曜　11：30～ 13：30

月・木・金曜日
10：00～ 11：30

火～金曜日
13：00～ 15：30

火～金曜日
9：30～ 14：00

送　迎 要相談 あり あり あり
参加費 1回 700 円 1回 300 円（別途教材費） 1回 300 円（別途教材費） 1回 700円（昼食･入浴含）
定　員 10名 15名 20名 18名

【参加者からの声】
　・運動したら歩きやすくなった。
　・立ち上がりが楽になった。
　・寝たり起きたりが楽になった。
　・教室に来てから、1回も転ばすに
　　すんでいる。
　・腰の具合がいい。

　　　筋力アップ教室筋力アップ教室 　　　　    脳いきいき教室   脳いきいき教室

【お問い合わせ】飯山市老人クラブ連合会事務局 （湯の入荘内）☎65-3312　　　　　　　  保健福祉課 高齢者介護保険係  ☎ 62-3111 内線 185

第 36回
飯山市高齢者スポーツ大会

参加者募集

　高齢者の親睦と健康維持
のため、毎年恒例の高齢者
スポーツ大会を開催します。
　グループや団体等でお誘
いあわせのうえ、大勢の皆様
の参加をお待ちしています。

■日　　時　10月 14日（金）午前 9時 30分～ 12時
■場　　所　飯山市民体育館
■対 象 者　市内に居住する 60歳以上の方
■競技内容　宝つり、囲碁ボール、パン食い競争ほか
■申込締切　9月 30日（木）

　元気すいすい教室
現在 10～ 12月木曜の

教室の参加者募集中です。

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当
の
ご
案
内

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
重
度
障
害
者
・
障
害
児
の
皆

さ
ん
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
障
害

者
福
祉
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

■
支
給
対
象
者･･･

常
時
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

在
宅
障
害
者

■
支
給
額･･･

月
額
２
万
６
３
４
０
円

■
支
給
制
限･･･

３
ケ
月
以
上
継

続
入
院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
や
本
人
お
よ
び
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
が
限

度
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

■
支
給
対
象
者･･･

常
時
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満

の
在
宅
障
害
者

■
支
給
額･･･

月
額
１
万
４
３
３
０
円

■
支
給
制
限　

施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合
や
保
護
者
な
ど

の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
に
つ
い
て
】

　

毎
年
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

福
祉
事
務
所
か
ら
所
得
状
況
届

（
現
況
届
）
の
通
知
が
届
い
た
ら
、

８
月
11
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の

間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
を
受
給

し
、
後
日
資
格
喪
失
の
事
実
が
判
明

し
た
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

記事の訂正について
　広報５月号６ページに掲載の
「飯山市移住・定住支援住宅建
設促進事業」の「個人住宅建設
への支援」のうち、対象者の項
目に誤りがありました。
　下記のとおり訂正させていた
だき、お詫び申しあげます。

■対 象 者
　建設年度に夫婦のうちどちら
かが 40歳未満か20歳未満の
子どもと同居の家庭で、次の①
～②のいずれかに該当する家庭
　①市外から新たに転入しよう
　　とする夫婦
　②市外から転入して３年以内
　　で、現在賃貸住宅に居住し
　　ている夫婦

【訂正後文書】

泳げなくても大丈夫

ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
セ
ラ
ピ
ー
ワ
ー
カ
ー


